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阿蘇山中岳第一火口では、９月１４日０９時４３分に噴火が発生し、噴煙が火口縁上２０００

ｍまで上がり、弾道を描く大きな噴石が火口中心から約７００ｍの範囲に飛散し、小規模な火砕

流が火口縁から最大約１．３ｋｍ流下しました。この噴火はマグマ水蒸気噴火と考えられます。

その後も小規模な噴火がほぼ連続しています。 

二酸化硫黄放出量は、１日あたり９００から１９００トンと多い状態が続いています。 

火山性微動の振幅は１０月１日以降急激な増減がみられ、振幅の増大時には噴煙の勢いが増す

傾向がみられています。 

ＧＮＳＳ連続観測では、深部にマグマだまりがあると考えられている草千里を挟む基線で８月

頃からわずかな伸びがみられています。 

以上のように、阿蘇山では活発な火山活動が続いており、当分の間は９月１４日と同程度の噴

火が発生する可能性がありますので、火口から概ね２ｋｍの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて

飛散する大きな噴石及び火砕流に警戒してください。風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石

が風に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する問合せ先】気象庁地震火山部火山課 

電話03-3284-1749 

阿蘇山では活発な火山活動が続いており、今後も９月１４日と同程度の噴火が発生す

る可能性があります。 


